
美味しいお肉を楽しみましょう！

一　　般　　質　　問

問
産
廃
処
分
場
の
排
水
を

規
制
す
る
排
出
規
制
型
の
条

例
を
制
定
し
た
自
治
体
は
、

現
実
に
は
水
質
汚
染
を
防
げ

て
い
な
い
。
一
方
で
、
産
廃

処
分
場
の
立
地
を
規
制
す
る

立
地
規
制
型
の
条
例
を
制
定

し
た
多
く
の
自
治
体
で
は
、

結
果
的
に
産
廃
処
分
場
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　

一
旦
汚
染
さ
れ
た
水
質

を
、
排
出
規
制
型
の
条
例
で

本
当
に
防
げ
る
と
考
え
て
い

る
か
。

　

全
国
で
産
廃
処
分
場
や
不

適
切
な
盛
り
土
に
対
す
る
行

政
の
弱
腰
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
今
、
本
市
も
立
地
を
規
制

す
る
条
例
を
検
討
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
立
地
規
制
型
条

例
を
制
定
す
る
考
え
は
全
く

な
い
の
か
。

答
排
出
規
制
型
の
条
例
で

完
全
に
防
げ
る
か
ど
う
か
は

難
し
い
が
、
類
型
で
は
な
く

条
例
内
容
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

問
❶
本
市
に
お
け
る
子
ど

も
達
の
発
達
障
害
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
。
❷
放
課
後

等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

問
う
。

答
❶
本
市
で
は
、
発
達
段

階
に
応
じ
て
、
関
係
機
関
が

連
携
し
、
子
ど
も
の
発
達
障

害
に
対
し
て
一
貫
し
た
相
談

や
支
援
が
出
来
る
よ
う
取
組

ん
で
い
る
。
❷
利
用
日
数
は

そ
の
子
ど
も
の
状
態
、
障
害

の
程
度
に
よ
っ
て
市
で
決
定

し
て
お
り
、
支
援
の
必
要
性

が
高
い
場
合
の
週
５
日
か
ら

週
１
日
で
対
応
し
て
い
る
。

問
教
員
の
研
修
と
各
事
業

所
と
学
校
と
の
連
携
に
つ
い

て
問
う
。

答
研
修
に
つ
い
て
は
、
特

別
支
援
学
級
担
任
、
通
級
指

導
教
室
担
当
者
等
の
研
修
に

加
え
、
特
別
支
援
学
校
と
連

携
し
た
研
修
を
実
施
し
て
い

る
。
各
事
業
所
と
の
連
携
に

つ
い
て
も
支
援
内
容
等
の
情

報
交
換
を
図
っ
て
い
る
。
今

後
も
様
々
な
研
修
の
場
を
設

　

こ
れ
ま
で
は
排
出
規
制
型

の
条
例
を
念
頭
に
検
討
し
て

き
た
が
、
市
民
と
の
意
見
交

換
会
を
通
じ
て
市
と
し
て
更

に
検
討
す
べ
き
課
題
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
市

民
の
生
活
環
境
の
安
全
安
心

を
確
保
し
不
安
を
解
消
す
る

た
め
、
本
市
と
し
て
で
き
る

こ
と
に
正
面
か
ら
取
り
組
ん

で
い
く
。

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

問
本
市
で
は
年
間
約
１
５

０
０
頭
も
の
猪
や
鹿
が
捕
獲

さ
れ
、
そ
の
多
く
を
清
掃
工

場
で
焼
却
処
分
し
て
い
る
が

土
日
は
持
ち
込
め
な
い
。

け
、
教
職
員
の
専
門
性
の
向

上
に
努
め
て
い
く
。

問
利
用
日
数
の
拡
大
に
つ

い
て
問
う
。

答
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
必
要
な
利
用
日

数
は
市
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

よ
り
一
定
の
基
準
を
定
め
て

い
る
。
支
援
の
必
要
が
高
い

児
童
で
あ
れ
ば
、
事
業
所
と

相
談
支
援
専
門
員
と
の
話
し

合
い
に
よ
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
よ
ら
ず
必
要
な
日
数
を

提
供
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

　

捕
獲
動
物
の
一
時
保
管
冷

蔵
庫
を
設
置
で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、
多
く
の
自
治
体
が

設
置
し
て
い
る
解
体
処
理
加

工
施
設
を
整
備
し
て
、
年
間

１
５
０
０
頭
の
猪
や
鹿
の
美

味
し
い
肉
を
「
三
原
ジ
ビ

エ
・
ワ
イ
ル
ド
ポ
ー
ク
（
猪

肉
）・
ヘ
ル
シ
ー
ベ
ニ
ソ
ン

（
鹿
肉
）」
と
し
て
市
民
や

観
光
客
が
手
軽
に
楽
し
め
る

よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

答
一
時
保
管
冷
蔵
庫
の
設

置
は
、現
在
検
討
中
で
あ
る
。

　

食
肉
利
用
を
目
的
と
し
た

解
体
処
理
加
工
施
設
の
設
置

に
は
交
付
金
制
度
が
あ
り
、

全
国
７
０
０
箇
所
に
整
備
さ

れ
て
い
る
。
地
域
資
源
の
有

効
活
用
、
捕
獲
活
動
の
活
性

化
の
観
点
か
ら
、
運
営
に
協

力
し
て
も
ら
え
る
企
業
等
が

あ
れ
ば
猟
友
会
と
連
携
し
先

進
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に

設
置
支
援
を
検
討
す
る
。

子
育
て
支
援
の
拡
充

問
❶
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
「
す
く
す
く
」

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。
❷

産
前
産
後
ケ
ア
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
問
う
。

答
❶
平
成
28
年
度
に
三
原

市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
「
す
く
す
く
」
を
設

置
。
妊
産
婦
か
ら
産
前
産
後

サ
ポ
ー
ト
事
業
等
の
子
育
て

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的
に

提
供
し
て
お
り
、
昨
年
度
か

ら
「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援

拠
点
」
を
設
置
。

❷
産
前
の
ケ
ア
と
し
て
、
概

ね
８
ヵ
月
の
妊
婦
に
対
し
て

個
別
に
電
話
し
、
心
身
の
状

況
確
認
。
沐
浴
や
抱
き
方
教

室
な
ど
対
面
教
室
を
実
施
。

産
後
ケ
ア
と
し
て
は
、「
赤

ち
ゃ
ん
訪
問
」「
産
後
セ
ル

フ
ケ
ア
教
室
」「
宿
泊
型
産

後
ケ
ア
」「
双
子
・
三
つ
子

の
保
護
者
交
流
会
」
等
で
き

る
限
り
対
面
に
よ
る
状
況
把

握
を
行
い
支
援
に
繋
げ
て
い

る
。

■
こ
の
他
の
質
問
事
項

● 

小
・
中
学
校
の
学
力
向
上

に
つ
い
て

立
地
規
制
型
・
排
出
規
制
型
の
水
源

保
全
条
例
に
つ
い
て

子
ど
も
の
発
達
障
害
の
支
援
に
つ
い
て

角す
み

広ひ
ろ　
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一　　般　　質　　問

問
本
市
に
は
全
国
誌
に
取

り
上
げ
ら
れ
る
ほ
ど
の
多
島

美
の
絶
景
と
い
う
観
光
資
源

が
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
ハ
イ

ブ
ラ
ン
ド
「
ク
ロ
エ
」
で

は
、
市
や
漁
協
の
「
海
の
豊

か
さ
を
守
る
」
活
動
が
高
く

評
価
さ
れ
、
三
原
や
っ
さ
タ

コ
の
撮
影
が
実
現
し
、
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
で
も
紹
介
さ
れ

た
。

　

瀬
戸
内
沿
岸
を
走
る
観
光

列
車
「
エ
ト
セ
ト
ラ
」
や

観
光
型
高
速
ク
ル
ー
ザ
ー

「
シ
ー
ス
ピ
カ
」
で
瀬
戸
内

の
島
々
を
巡
る
船
旅
な
ど
の

観
光
メ
ニ
ュ
ー
が
生
ま
れ

た
。

　

煌
め
く
瀬
戸
内
へ
の
誘
客

の
た
め
に
も
草
刈
り
な
ど
環

境
整
備
は
急
務
で
あ
る
。

　

次
の
４
点
に
つ
い
て
問

う
。

❶
認
知
度
向
上
に
向
け
た
情

報
発
信
な
ど
の
取
り
組
み
状

況
及
び
今
後
の
計
画
。

❷
滞
在
観
光
推
進
の
方
策
。

❸
地
域
や
飲
食
店
、
㈱
空
・

問
現
在
、
国
の
方
針
で
デ

ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
い
る
。

使
い
方
次
第
で
は
、
非
常
に

便
利
で
有
効
な
も
の
だ
と
思

う
が
、
小
学
校
低
学
年
等
に

と
っ
て
は
、
行
き
過
ぎ
る
と

有
害
な
物
と
も
な
り
え
る
の

で
は
な
い
か
。
本
市
で
も
Ｉ

Ｃ
Ｔ
端
末
を
活
用
し
た
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
を
進
め
て
い

る
が
、
人
格
形
成
途
中
の
小

学
校
低
学
年
に
と
っ
て
は
、

地
域
の
力
も
借
り
な
が
ら
多

様
な
人
と
接
し
書
き
、
体
を

動
か
す
な
ど
対
面
で
行
う
ア

ナ
ロ
グ
教
育
が
人
格
形
成
上

必
要
で
は
な
い
か
と
思
う

が
、
市
長
の
考
え
を
問
う
。

答
多
様
な
個
性
を
持
つ
子

ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
、

よ
り
わ
か
り
や
す
い
、
よ
り

理
解
し
や
す
い
個
に
合
わ
せ

た
様
々
な
学
び
の
場
を
提
供

す
る
こ
と
で
、
す
べ
て
の
児

童
生
徒
の
学
ぶ
力
、
た
く
ま

し
く
生
き
貢
献
で
き
る
力
を

伸
ば
す
教
育
を
行
う
こ
と

が
、
目
指
す
と
こ
ろ
の
教
育

道
・
港
、
観
光
協
会
な
ど
と

の
連
携
。

❹
観
光
地
周
辺
の
美
観
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
。

答
❶
海
外
か
ら
も
評
価
の

高
い
瀬
戸
内
海
は
、
本
市
の

観
光
振
興
を
推
進
す
る
う
え

で
重
要
な
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ

り
、
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
お

い
て
も
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。
今
後
も
、
本
市
の
観
光

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
改
善
す
る

と
と
も
に
、
関
連
す
る
自
冶

体
や
交
通
事
業
者
等
の
関
係

先
と
連
携
し
、

観
光
客
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
効

果
的
な
情
報
発

信
を
推
進
し
、

認
知
度
向
上
に

取
り
組
む
。

❷
第
２
次
三
原

市
観
光
戦
略
プ

ラ
ン
の
方
針
に

沿
い
、
観
光
消

費
に
つ
な
が
る

滞
在
型
観
光
を

先
進
地
の
姿
で
あ
ろ
う
と
考

え
、
教
育
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を

活
用
す
る
た
め
の
整
備
を
加

速
さ
せ
て
き
た
。
と
は
言

え
、
デ
ジ
タ
ル
が
万
能
で
は

な
く
、
対
面
で
行
う
ア
ナ
ロ

グ
な
教
育
も
人
格
形
成
上
、

必
要
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
し

て
き
た
教
育
実
践
の
上
に
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
取
り
入
れ
る

の
が
大
前
提
で
、
こ
れ
ま
で

の
実
践
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活

用
と
の
べ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を

図
り
、
子
ど
も
た
ち
の
学
ぶ

力
を
伸
ば
し
て
行
く
こ
と
が

望
ま
し
い
と
認
識
し
て
い

る
。

　

今
後
も
、
デ
ジ
タ
ル
の
良

さ
と
ア
ナ
ロ
グ
の
良
さ
を
融

合
し
た
教
育
を
実
現
す
る
こ

と
で
、
す
べ
て
の
児
童
生
徒

の
学
ぶ
力
、
た
く
ま
し
く
生

き
貢
献
で
き
る
教
育
に
繋

が
っ
て
い
く
よ
う
に
、
総
合

教
育
会
議
な
ど
を
通
じ
て
、

教
育
委
員
会
と
も
連
携
を

図
っ
て
い
く
。

推
進
す
る
た
め
、
Ｄ
Ｍ
Ｃ
な

ど
の
観
光
関
係
事
業
者
と
連

携
し
、
誘
客
と
に
ぎ
わ
い
の

創
出
を
図
る
。

❸
瀬
戸
内
海
の
魅
力
を
活
か

し
た
観
光
商
品
の
提
供
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
観
光
客

に
対
す
る
お
も
て
な
し
を
充

実
出
来
る
よ
う
、
Ｄ
Ｍ
Ｃ
や

観
光
協
会
な
ど
の
観
光
関
係

事
業
者
と
連
携
す
る
。

❹
瀬
戸
内
の
風
光
明
媚
な
景

観
を
観
光
客
に
堪
能
し
て
頂

く
た
め
、
国
立
公
園
内
の
清

掃
や
草
刈
り
を
行
い
、
関
係

部
署
と
連
携
し
対
応
す
る
。

ま
た
、
筆
影
山
及
び
竜
王
山

の
展
望
台
周
辺
に
茂
る
雑
木

は
眺
望
確
保
す
る
た
め
の
間

伐
や
枝
打
ち
等
準
備
を
進
め

今
年
度
中
に
施
工
す
る
計
画

で
あ
る
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
つ
い
て

問
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と

は
、
体
力
維
持
・
ス
ト
レ
ス

発
散
の
た
め
に
も
大
切
な
こ

と
で
あ
る
。
各
地
域
で
出
前

講
座
な
ど
で
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

教
室
を
開
催
し
、
愛
好
者
を

増
や
す
努
力
は
で
き
な
い
の

か
を
問
う
。

答
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
・

出
前
講
座
・
ス
ポ
ー
ツ
教
室

等
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

活
動
の
場
を
各
種
媒
体
で
発

信
し
、
潜
在
層
を
含
め
た
す

べ
て
の
人
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
い
く
。

瀬
戸
内
の
魅
力
を
活
か
し
た
取
り
組
み

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
つ
い
て

中な
か

迫さ
こ 

勇ゆ
う

三ぞ
う 

議
員

岡お
か　

 

富と
み

雄お 

議
員

ビーチボールバレー大会の様子

国道185号線に繁茂した雑草
9 VOL.67（令和４年２月）みはら市議会だより



コロナ禍で営業が厳しい商店街

オレオレ詐欺

一　　般　　質　　問

問
コ
ロ
ナ
禍
で
商
売
や
暮

ら
し
の
悪
化
が
深
刻
だ
。
今

後
、
国
か
ら
本
市
へ
の
コ
ロ

ナ
対
策
費
は
７
億
円
規
模
の

配
分
が
あ
る
と
推
測
さ
れ

る
。
そ
こ
で
４
点
に
つ
い
て

問
う
。
❶
こ
れ
ま
で
の
本
市

の
独
自
施
策
の
検
証
。
❷
本

市
の
家
賃
支
援
金
の
再
交
付

と
国
の
事
業
復
活
支
援
金
へ

の
上
乗
せ
。
❸
コ
ロ
ナ
関
連

給
付
金
を
所
得
と
し
て
課
税

対
象
に
し
な
い
。
❹
コ
ロ
ナ

で
減
収
の
非
正
規
の
方
達
へ

の
本
市
の
独
自
支
援
金
の
実

施
に
つ
い
て
。

問
本
市
過
去
５
年
間
の
特

殊
詐
欺
事
件
の
件
数
と
被
害

額
に
つ
い
て
問
う
。

答
平
成
29
年
は
17
件
９
９

０
６
万
４
千
円
、
30
年
は
５

件
１
４
９
６
万
７
千
円
、
令

和
元
年
は
11
件
１
７
６
８
万

１
千
円
、
２
年
は
7
件
６
１

３
万
９
千
円
、
今
年
度
は
10

月
末
時
点
で
11
件
１
５
８
９

万
５
千
円
で
あ
る
。

問
詐
欺
の
手
口
と
傾
向
に

つ
い
て
。

答
『
オ
レ
オ
レ
詐
欺
』、

『
預
貯
金
詐
欺
』、『
キ
ャ
ッ

答
❶
市
内
事
業
者
の
売
上

減
少
や
資
金
繰
り
に
苦
慮
し

て
い
る
声
を
受
け
、
17
の
対

策
に
11
億
７
千
万
円
か
け
て

実
施
し
、
事
業
者
の
事
業
継

続
と
雇
用
の
確
保
に
一
定
の

効
果
が
あ
っ
た
。
❷
売
上
減

少
等
の
長
期
化
の
恐
れ
が
あ

り
、
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
を

し
っ
か
り
把
握
し
効
果
的
な

支
援
の
実
施
に
努
め
る
。
❸

本
市
独
自
の
判
断
で
コ
ロ
ナ

関
連
給
付
金
を
非
課
税
所
得

に
す
る
こ
と
は
困
難
だ
。
❹

国
の
貸
付
制
度
や
給
付
事
業

の
利
用
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
本
市
の
独
自
支
援
策
は

検
討
し
て
い
な
い
が
、
今
後

の
感
染
や
経
済
の
状
況
、
県

内
他
市
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
必
要
性
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
。

市
民
の
生
命
を
守
る
水

源
保
全
条
例
の
制
定
を

問
水
源
保
全
関
連
条
例
に

シ
ュ
カ
ー
ド
詐
欺
盗
』、『
架

空
料
金
請
求
詐
欺
』、『
還
付

金
詐
欺
』
な
ど
が
あ
る
。
10

月
末
時
点
で
『
オ
レ
オ
レ
詐

欺
』
が
３
件
被
害
額
が
９
５

０
万
円
、『
還
付
金
詐
欺
』

が
３
件
５
５
０
万
円
で
昨
年

を
大
幅
に
上
回
る
被
害
が
発

生
し
て
い
る
。

問
こ
れ
ま
で
や
今
後
の
対

策
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
三
原
警
察
署
や
防
犯
連

合
会
な
ど
と
連
携
し
、
啓
発

チ
ラ
シ
の
回
覧
、
防
犯
メ
ー

ル
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
配
信
、
告

知
放
送
や
町
内
会
放
送
で
注

意
喚
起
及
び
情
報
提
供
し
、

被
害
防
止
に
努
め
て
い
る
。

交
通
事
故
の
状
況
と

対
策
に
つ
い
て

問
過
去
５
年
間
の
人
身
事

故
の
件
数
と
死
傷
者
数
に
つ

い
て
問
う
。

答
平
成
29
年
の
人
身
事
故

件
数
は
３
１
２
件
で
死
傷
者

数
は
４
０
１
名
、
う
ち
死
者

関
す
る
市
民
と
の
意
見
交
換

会
で
は
活
発
な
意
見
が
出
さ

れ
た
。
市
側
は
冒
頭
に
、
立

地
規
制
型
の
条
例
は
困
難
だ

と
述
べ
た
が
、
参
加
者
は
立

地
へ
の
抑
止
力
と
な
り
え
る

条
例
に
す
べ
き
と
の
多
く
の

意
見
だ
っ
た
。
条
例
内
容
と

し
て
、
水
源
保
護
地
域
の
指

定
、
対
象
事
業
と
し
て
産
廃

処
分
場
の
明
記
、
市
へ
の
事

前
協
議
の
義
務
付
け
、
市
と

事
業
者
間
の
協
定
書
の
締

結
、
以
上
の
４
項
目
を
入
れ

た
立
地
規
制
型
の
条
例
に
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

今
後
開
催
予
定
の
意
見
交
換

会
に
は
ぜ
ひ
市
長
も
出
席
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
こ
れ
ま
で
は
排
出
規
制

型
の
条
例
を
念
頭
に
検
討
し

て
き
た
が
、
意
見
交
換
会
で

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
受
け
、

本
市
と
し
て
さ
ら
に
検
討
す

べ
き
課
題
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
条
例
に
盛
り
込
む
べ

き
と
の
提
案
内
容
も
含
め
、

制
定
可
能
な
条
例
を
さ
ら
に

検
討
し
て
い
く
。
市
長
と
し

て
次
回
の
意
見
交
換
会
に
は

喜
ん
で
参
加
し
た
い
。

■
こ
の
他
の
質
問
事
項

● 

国
保
税
の
引
き
下
げ
を

● 

随
意
契
約
額
の
増
額
を

数
は
２
名
、
物
損
事
故
件
数

は
２
６
４
７
件
。
30
年
の
人

身
事
故
件
数
は
１
９
１
件
で

死
傷
者
数
は
２
５
２
名
、
う

ち
死
者
数
は
３
名
、
物
損
事

故
件
数
は
２
７
１
４
件
。
令

和
元
年
の
人
身
事
故
件
数
は

１
３
９
件
で
死
傷
者
数
は
１

８
１
名
、
う
ち
死
者
数
は
４

名
、
物
損
事
故
件
数
は
２
５

７
１
件
。
２
年
の
人
身
事
故

件
数
は
１
１
４
件
で
死
傷
者

数
は
１
４
０
名
、
う
ち
死
者

数
は
３
名
、
物
損
事
故
件
数

は
２
２
８
９
件
。
３
年
10
月

末
現
在
の
人
身
事
故
件
数
は

85
件
で
死
傷
者
数
１
１
７

名
、
う
ち
死
者
数
は
６
名
、

物
損
事
故
件
数
は
１
７
６
５

件
。

問
交
通
事
故
の
発
生
原
因

と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
問

う
。

答
脇
見
に
よ
る
追
突
事
故

や
速
度
超
過
、
飲
酒
や
無
謀

運
転
、
天
候
に
起
因
す
る
も

の
、
自
転
車
や
歩
行
者
の
マ

ナ
ー
違
反
な
ど
様
々
な
要
因

が
あ
る
。
三
原
警
察
署
や
関

係
機
関
と
連
携
し
、
啓
発
活

動
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
交

通
教
室
や
交
通
指
導
な
ど
を

継
続
的
に
取
り
組
む
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
営
業
と
暮
ら
し
を
守

る
支
援
策
を

特
殊
詐
欺
事
件
の
状
況
と
対
策
に
つ
い
て

寺て
ら

田だ 

元も
と

子こ 

議
員

德と
く

重し
げ 

政ま
さ

時と
き 

議
員
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